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(57)【要約】
【課題】ゴミや埃の内部への侵入を防ぎ、きめの細かい
熱の制御を行い、遠隔の位置でも内部の温度を監視する
ことができる広告用表示装置を提供する。
【解決手段】広告用表示装置１０は、液晶パネル１９と
バックライト２１を有する表示手段２０と、表示手段２
０を冷却する冷却手段と、表示手段の温度を検出する温
度検出手段３１，３２，３３，３４と、温度検出手段に
よって検出された温度に基づいて、バックライト２１の
光量を制御する制御手段４１と、を備えた。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルとバックライトを有する表示手段と、
　前記表示手段を冷却する冷却手段と、
　前記表示手段の温度を検出する温度検出手段と、
　前記温度検出手段によって検出された温度に基づいて、前記バックライトの光量を制御
する制御手段と、を備えたことを特徴とする広告用表示装置。
【請求項２】
　液晶パネルとバックライトを有する表示手段と、
　前記表示手段を冷却する冷却手段と、
　前記表示手段の温度を検出する温度検出手段と、
　前記温度検出手段によって検出された温度に基づいて、前記冷却手段を制御する制御手
段と、を備えたことを特徴とする広告用表示装置。
【請求項３】
　液晶パネルとバックライトを有する表示手段と、
　前記表示手段を冷却する冷却手段と、
　前記表示手段の温度を検出する温度検出手段と、
　前記温度検出手段によって検出された温度に基づいて、前記冷却手段と前記バックライ
トの光量を制御する制御手段と、を備えたことを特徴とする広告用表示装置。
【請求項４】
　前記冷却手段は、フィルタを備えた第１のファンと第２のファンからなり、
　前記第１のファンの回転数を検出する第１ファン回転数検出手段と、
　前記第２のファンの回転数を検出する第２ファン回転数検出手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のファンと前記第２のファンの回転数を制御することを特徴
とする請求項２または３記載の広告用表示装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の広告用表示装置は、ネットワークに接続されてお
り、前記温度検出手段によって検出された温度を遠隔位置で監視する温度監視手段と、前
記遠隔位置から前記制御手段に制御命令を送る遠隔制御手段とを備えることを特徴とする
広告用表示装置。
【請求項６】
　請求項４記載の広告用表示装置は、ネットワークに接続されており、前記温度検出手段
によって検出された温度を遠隔位置で監視する温度監視手段と、前記第１ファン回転数検
出手段で検出された第１のファンの回転数と前記第２ファン回転数検出手段で検出された
第２のファンの回転数を遠隔位置で監視するファン回転数監視手段と、前記遠隔位置から
前記制御手段に制御命令を送る遠隔制御手段とを備えることを特徴とする広告用表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広告用表示装置に関し、特に、静止画像や動画像等の画像とメッセージ等の
文字情報を表示する電子広告システム等に用いられる広告用表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、従来の印刷ポスター等に代わって平面ディスプレイ等によって静止画像や動画像
等の画像や文字を表示する電子広告システムが使われ始めている。電子広告システムは、
デジタルサイネージとも言われており、印刷後は表示内容が固定されるポスターと異なり
、通信手段や内蔵記憶装置に多数の表示情報を保持しておくことで、表示内容を切り換え
たり動画像表示を行うなど、多様な電子広告を行うことができる。
【０００３】
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　電子広告システムは、一般に、プラズマディスプレイや液晶ディスプレイ、ＬＥＤディ
スプレイ等の表示装置と、映像表示制御部と記憶装置等による制御部を備えており、動画
像や静止画像の情報を表示装置に表示するようになっている。電子広告システムの設置場
所としては、ビルの壁面やデパート、スーパー、コンビニエンスストア、ホテル、銀行、
空港、駅等があげられる。
【０００４】
　電子広告システムに用いられる広告用表示装置で課題となっていたものが、広告用表示
装置として液晶表示装置を用いた場合、バックライトや制御部品、電源部品等が動作する
時に発生する熱である。液晶表示装置に用いられる液晶パネルは、ある温度（例えば、６
３℃）程度以上になると動作しなくなる。そこで、従来は、周囲の冷たい空気を取り入れ
る吸気・排気用の通風口を設けて、冷却する方法がとられていた。
【０００５】
　また、特許文献１で開示される広告用表示装置のように、熱気を外側に放出するために
冷却ファンを用いた冷却装置を取り付けてあるものも考えられていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－１７１０８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の広告用表示装置での周囲の冷たい空気を取り入れる吸気・排気用の通風口を設け
て、冷却する方法では、空気中のゴミや埃も、この通風口から装置内に侵入するため、仮
に導電性を持つゴミや埃が侵入した場合、部品間の電気ショート等を起こす可能性がある
という問題があった。
　また、特許文献１に開示される広告用表示装置では、冷却ファンを設けただけであり、
冷却ファンの故障の早期発見を行いにくく、広告用表示装置内での熱の制御をきめ細かく
することはできなかった。
【０００８】
　本発明の目的は、上記課題に鑑み、ゴミや埃の内部への侵入を防ぎ、きめの細かい熱の
制御を行い、遠隔の位置でも内部の温度を監視することができる広告用表示装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る広告用表示装置は、上記の目的を達成するために、次のように構成される
。
　第１の広告用表示装置（請求項１に対応）は、液晶パネルとバックライトを有する表示
手段と、表示手段を冷却する冷却手段と、表示手段の温度を検出する温度検出手段と、温
度検出手段によって検出された温度に基づいて、バックライトの光量を制御する制御手段
と、を備えたことを特徴とする。
　第２の広告用表示装置（請求項２に対応）は、上記の構成において、好ましくは、液晶
パネルとバックライトを有する表示手段と、表示手段を冷却する冷却手段と、表示手段の
温度を検出する温度検出手段と、温度検出手段によって検出された温度に基づいて、冷却
手段を制御する制御手段と、を備えたことを特徴とする。
　第３の広告用表示装置（請求項３に対応）は、上記の構成において、好ましくは、液晶
パネルとバックライトを有する表示手段と、表示手段を冷却する冷却手段と、表示手段の
温度を検出する温度検出手段と、温度検出手段によって検出された温度に基づいて、冷却
手段とバックライトの光量を制御する制御手段と、を備えたことを特徴とする。
　第４の広告用表示装置（請求項４に対応）は、上記の構成において、好ましくは、冷却
手段は、フィルタを備えた第１のファンと第２のファンからなり、第１のファンの回転数
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を検出する第１ファン回転数検出手段と、第２のファンの回転数を検出する第２ファン回
転数検出手段と、を備え、制御手段は、第１のファンと第２のファンの回転数を制御する
ことを特徴とする。
　第５の広告用表示装置（請求項５に対応）は、上記の構成において、好ましくは、ネッ
トワークに接続されており、温度検出手段によって検出された温度を遠隔位置で監視する
温度監視手段と、遠隔位置から制御手段に制御命令を送る遠隔制御手段とを備えることを
特徴とする。
　第６の広告用表示装置（請求項６に対応）は、上記の構成において、好ましくは、ネッ
トワークに接続されており、温度検出手段によって検出された温度を遠隔位置で監視する
温度監視手段と、第１ファン回転数検出手段で検出された第１のファンの回転数と第２フ
ァン回転数検出手段で検出された第２のファンの回転数を遠隔位置で監視するファン回転
数監視手段と、遠隔位置から制御手段に制御命令を送る遠隔制御手段とを備えることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、第１のファンがフィルタを備えているため、空気中のゴミや埃がフィ
ルタによって、装置内に侵入することを妨げ、部品間の電気ショート等を起こす可能性を
低減することができる。
　また、本発明によれば、表示手段の温度を検出する温度検出手段と、温度検出手段によ
って検出された温度に基づいて、バックライトの光量を制御する制御手段を備えたため、
バックライトの光量を調整することにより、広告用表示装置内での熱の制御をきめ細かく
することができる。
　さらに、本発明によれば、ファンの回転数を検出するファン回転数検出手段とファン回
転数制御手段を備えているため、冷却ファンの故障の早期発見ができ、また、きめの細か
い回転数制御が可能となり、広告用表示装置内での熱の制御をきめ細かくすることはでき
る。
　また、本発明によれば、ネットワークに接続されており、温度検出手段によって検出さ
れた温度を遠隔位置で監視する温度監視手段と、遠隔位置から制御手段に制御命令を送る
遠隔制御手段とを備えるため、広告用表示装置内の温度を遠隔の位置で監視することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る広告用表示装置の構造を示す斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る広告用表示装置の上部フレーム部材内と下部フレー
ム部材内の構成を示す正面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る広告用表示装置の上部フレーム部材内と下部フレー
ム部材内の構成を示す側面図である。
【図４】第１のファンの構成図である。
【図５】冷却制御部を示すブロック構成図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る広告用表示装置の動作を説明するフローチャートで
ある。
【図７】本発明の第２実施形態に係る広告用表示装置での冷却制御装置をネットワークを
介して遠隔の位置で制御するための構成を示す図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る広告用表示装置の動作を説明するフローチャートで
ある。
【図９】本発明の第２実施形態に係る広告用表示装置の動作を説明するフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明の好適な実施形態（実施例）を添付図面に基づいて説明する。
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【００１３】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る広告用表示装置の構造を示す斜視図である。本実
施形態に係る広告用表示装置は、店舗での商品内容や業務内容などを示す広告画像を表示
することが可能である。
【００１４】
　図１に示されるように、広告用表示装置１０は、表示画面１１に広告用の動画像や静止
画像を表示する表示部１２と、表示部１２の構成機器等を収納する上部フレーム部材１３
と、上部フレーム部材１３を支持する支持部材１４と、下部フレーム部材１５と、本装置
の転倒を防止する転倒防止部材１６とを備えている。
【００１５】
　支持部材１４は、上部フレーム部材１３と一体となっており、例えば細長い角柱であっ
て、一端は、上部フレーム部材１３が連結されており、中間部に下部フレーム部材１５が
連結されており、他端に転倒防止部材１６が連結されている。
【００１６】
　図２は、上部フレーム部材１３内と下部フレーム部材１５内の構成を示す図である。図
２は、正面図であり、図３は、側面図である。図２と図３に示されるように、広告用表示
装置１０は、強化ガラス１７と熱線防止フィルム１８と液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）１９
からなる表示パネル部２０とバックライト２１と液晶パネル制御回路２２と画像制御部２
３と電源装置２４を備えている。また、広告用表示装置１０は、下部フレーム部材１５に
、第１のファン２５と上部フレーム部材の下部に第１のファン２６，２７を設けている。
さらに、広告用表示装置１０は、バックライト２１の裏側に、第２のファン２８，２９，
３０を備えている。また、広告用表示装置１０は、表示パネル２０の温度を検出するため
の温度センサ（温度検出部）３１，３２，３３，３４がバックライト２１の裏側に備えて
いる。
【００１７】
　また、広告用表示装置１０は、第１のファン２５，２６，２７と第２のファン２８，２
９，３０のそれぞれに、ファンの回転数を検出するファン回転数検出部３５，３６，３７
，３８，３９，４０を備えている。
【００１８】
　さらに、広告用表示装置１０は、温度センサ３１，３２，３３，３４によって検出され
る温度に基づいてバックライト２１の光量を調整するバックライト制御部４１と、第１の
ファン２５，２６，２７の回転数を制御する第１ファン回転数制御部４２と第２のファン
２８，２９，３０の回転数を制御する第２ファン回転数制御部４３を備えている。バック
ライト制御部４１と第１ファン回転数制御部４２と第２ファン回転数制御部４３によって
冷却制御部６０を構成している。
【００１９】
　図４は、第１のファン２５，２６，２７の構成図である。第１のファン２５，２６，２
７は、同一のものであるので、第１のファン２６を例に説明する。第１のファン２６は、
ファンケース５０内に、ファン本体５１と、フィルタ部５２を備えている。ファンケース
５０は、下部に空気流入口５３とファン部上部に空気流出口５４を備えている。フィルタ
５５は、アコーディオン状であり、ナイロン製の不織布断面は、円形状である。この第１
のファン２６では、ファン５１が回転すると空気の流れが生じ、下部の空気流入口５３か
ら空気が流入する。流入された空気は、フィルタ５５によって、空気中の塵や埃が除去さ
れて、ファン部５１に流れ込み、空気流出口５４から内部に塵や埃が除去された空気が内
部に流入する。それにより、空気中のゴミや埃がフィルタによって、装置内に侵入するこ
とを妨げ、部品間の電気ショート等を起こす可能性を低減することができる。
【００２０】
　図５は、冷却制御部６０を示すブロック構成図である。冷却制御部６０は、入力部６１
、出力部６２、ＣＰＵ６３、記憶部６４を備えている。この冷却制御部６０では、上部フ
レーム部材１３内部の温度センサ３１，３２，３３，３４からの信号と、第１のファン２
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６，２７の回転数検出部３６，３７からの信号と、第２のファン２８，２９，３０の回転
数検出部３８，３９，４０からの信号を入力部６１に入力する。記憶部６４には、温度セ
ンサ３１，３２，３３，３４からの信号に基づいて、バックライト２１の光量を調整する
ためのバックライト制御プログラム６５と、温度センサ３１，３２，３３からの信号と第
１のファン２６，２７の回転数検出部３６，３７からの信号に基づいて第１のファン２６
，２７の回転数を制御する第１ファン回転数制御プログラム６６と、温度センサ３１，３
２，３３，３４からの信号と第２のファン２８，２９，３０の回転数検出部３８，３９，
４０からの信号に基づいて第２のファン２８，２９，３０の回転数を制御する第２ファン
回転数制御プログラム６７を記憶している。これらのプログラムによって、冷却制御部６
０は、バックライト制御部４１と、第１ファン回転数制御部４２と、第２ファン回転数制
御部４３として動作する。また、記憶部６４には、検出された温度が、液晶パネル２０の
動作が不良になる温度、例えば、５０℃以上にならないように、バックライト２１の光量
を調整し、また、第２のファン２８，２９，３０の回転数を制御するための５０℃より低
い所定の温度を記憶する記憶領域６８を設けている。また、記憶部６４には、所定温度以
上になったときのバックライトの光量を定める値、例えば５０％を記憶する記憶領域６９
を設けている。また、所定の温度以上になったとき、第１のファンおよび第２のファンの
回転数を所定の温度以下での回転数の何倍するかの値、例えば、１．２倍を記憶する記憶
領域７０を設けている。そして、それぞれのプログラムが動作したとき、バックライト制
御信号、第１ファン制御信号、第２ファン制御信号が出力部６２から出力される。
【００２１】
　上記構成の広告用表示装置１０は、画像を表示するためにバックライト２１を備えた液
晶パネル２０を用いており、バックライト２１により、上部フレーム部材１３内部の温度
が上昇することを防ぐために、上部フレーム部材１３内部の温度を温度センサ３１，３２
，３３，３４により、検出し、検出された温度が、液晶パネルの動作が不良になる温度、
例えば、５０℃以上にならないように、バックライト２１の光量を調整し、また、第１の
ファン２６，２７と第２のファン２８，２９，３０の回転数を制御する。すなわち、温度
センサ３１，３２，３３，３４により検出される温度が５０℃より低い所定の温度以上に
なったとき、バックライト２１の光量を所定の温度以下での光量の５０％に低減する。ま
た、所定の温度以上になったとき、第１のファン２６，２７および第２のファン２８，２
９，３０の回転数を所定の温度以下での回転数の１．２倍にする。そして、温度が所定の
温度以下に下がったとき、再び、バックライト２１の光量を戻し、第１のファン２６，２
７および第２のファン２８，２９，３０の回転数を下げる。これにより、上部フレーム部
材１３内部を液晶１９が正常に動作する温度に保つことができる。
【００２２】
　次に、上記構成の広告用表示装置１０の動作を図６で示すフローチャートを用いて説明
する。
　ステップＳ１１：上部フレーム部材１３内部の温度を温度センサ３１，３２，３３，３
４により、検出する。
　ステップＳ１２：ＣＰＵ６３は、検出された温度が所定の温度以下か否か判断する。検
出された温度が所定の温度以下のとき、ステップＳ１３を実行する。もし、検出された温
度が所定の温度より高いとき、ステップＳ１６を実行する。
　ステップＳ１３：バックライト２１の光量を所定の温度以下での光量にする。
　ステップＳ１４：第１のファン２６，２７の回転数を所定の温度以下での回転数にする
。　ステップＳ１５：第２のファン２８，２９，３０の回転数を所定の温度以下での回転
数にする。そして、リターンする。
　ステップＳ１６：バックライト２１の光量を所定の温度以下での光量の５０％に低減す
る。
　ステップＳ１７：第１のファン２６，２７の回転数を所定の温度以下での回転数の１．
２倍にする。
　ステップＳ１８：第２のファン２８，２９，３０の回転数を所定の温度以下での回転数
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の１．２倍にする。そして、リターンする。
　これにより、上部フレーム部材１３内部を液晶１９が正常に動作する温度に保つことが
できる。
【００２３】
　このように、本実施形態によれば、第１のファン２６，２７がフィルタ５５を備えてい
るため、空気中のゴミや埃がフィルタによって、装置内に侵入することを妨げ、部品間の
電気ショート等を起こす可能性を低減することができる。
　また、本実施形態によれば、温度センサ３１，３２，３３，３４によって検出された温
度に基づいて、バックライト２１の光量を制御する制御手段を備えたため、バックライト
２１の光量を調整することにより、広告用表示装置１０内での熱の制御をきめ細かくする
ことができる。
　さらに、本実施形態によれば、第１のファン２６，２７の回転数を検出する第１ファン
回転数検出手段３６，３７とファン回転数制御手段４２と、第２のファン２８，２９，３
０の回転数を検出する第２ファン回転数検出手段３８，３９，４０とファン回転数制御手
段４３を備えているため、冷却ファンの故障の早期発見ができ、また、きめの細かい回転
数制御が可能となり、表示装置内での熱の制御をきめ細かくすることはできる。
【００２４】
　次に、本発明の第２実施形態に係る広告用表示装置を説明する。この第２実施形態では
、広告用表示装置の冷却制御装置をネットワークに接続し、そのネットワークを介して、
遠隔位置で、温度センサ３１，３２，３３，３４からの温度検出値と、第１ファン回転数
検出値と、第２ファン回転数検出値を表示でき、また、遠隔位置からバックライト２１の
光量、第１ファン２６，２７の回転数、第２ファン２８，２９，３０の回転数のそれぞれ
の制御を行うことができるようにした装置である。
【００２５】
　広告用表示装置の本体の構成は、冷却制御装置を除いて同一であるので、ここでは、冷
却制御装置の構成を説明し、表示装置本体の構成は、説明を省略する。
【００２６】
　図７は、第２実施形態での冷却制御装置８０をネットワーク８１を介して遠隔の位置で
制御するための構成を示す図である。冷却制御部８０は、入力部８２、出力部８３、ＣＰ
Ｕ８４、記憶部８５を備えている。この冷却制御部８０では、上部フレーム部材１３内部
の温度センサ３１，３２，３３，３４からの信号と、第１のファン２６，２７の回転数検
出部３６，３７からの信号と、第２のファン２８，２９，３０の回転数検出部３８，３９
，４０からの信号を入力部８２に入力する。記憶部８５には、温度センサ３１，３２，３
３，３４からの信号に基づいて、バックライト２１の光量を調整するためのバックライト
制御プログラム６５と、温度センサ３１，３２，３３，３４からの信号と第１のファン２
６，２７の回転数検出部３６，３７からの信号に基づいて第１のファン２６，２７の回転
数を制御する第１ファン回転数制御プログラム６６と、温度センサ３１，３２，３３，３
４からの信号と第２のファン２８，２９，３０の回転数検出部３８，３９，４０からの信
号に基づいて第２のファン２８，２９，３０の回転数を制御する第２ファン回転数制御プ
ログラム６７を含む処理プログラム１００を記憶している。これらのプログラムによって
、冷却制御部８０は、バックライト制御部４１と、第１ファン制御部４２と、第２ファン
制御部４３として動作する。また、記憶部８５には、検出された温度が、液晶パネルの動
作が不良になる温度、例えば、５０℃以上にならないように、バックライト２１の光量を
調整し、また、第２のファン２８，２９，３０の回転数を制御するための５０℃より低い
所定の温度を記憶する記憶領域６８を設けている。また、記憶部８５には、所定温度以上
になったときのバックライト２１の光量を定める値、例えば５０％を記憶する記憶領域６
９を設けている。また、所定の温度以上になったとき、第１のファンおよび第２のファン
の回転数を所定の温度以下での回転数の何倍するかの値、例えば、１．２倍を記憶する記
憶領域７０を設けている。そして、処理プログラム１００のそれぞれのプログラムが動作
したとき、バックライト制御信号、第１ファン制御信号、第２ファン制御信号が出力部か
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ら出力される。
【００２７】
　また、冷却制御部８０は、ネットワーク８１を介して、遠隔の位置に遠隔監視装置８６
と遠隔制御装置８７が接続されている。遠隔監視装置８６は、冷却制御部８０の出力のう
ち、ネットワーク８１を介して送られる温度センサ３１，３２，３３，３４から検出され
た温度データと、第１ファン回転数データと、第２ファン回転数データを表示する装置で
ある。また、遠隔制御装置８７は、入力装置（図示せず）を備えており、その入力装置か
ら、バックライト２１の光量を変える量を設定したり、ファンの回転数を変える量を設定
したり、所定の温度を設定することにより、それらのデータをネットワーク８１を介して
、冷却制御部８０の入力部８２から入力し、記憶部８５でのそれらの値を変更することが
できる。また、ファンの回転数を遠隔の位置で知ることができるので、ファンの故障が遠
隔の位置で知ることができ、ファンの交換等を適切な時期に行うことができる。
【００２８】
　上記構成の広告用表示装置は、画像を表示するためにバックライト２１を備えた液晶パ
ネルを用いており、バックライト２１により、上部フレーム部材１３内部の温度が上昇す
ることを防ぐために、上部フレーム部材１３内部の温度を温度センサ３１，３２，３３，
３４により、検出し、検出された温度が、液晶パネルの動作が不良になる温度、例えば、
５０℃以上にならないように、バックライト２１の光量を調整し、また、第２のファン２
８，２９，３０の回転数を制御する。すなわち、温度センサ３１，３２，３３，３４によ
り検出される温度が５０℃より低い所定の温度以上になったとき、バックライト２１の光
量を所定の温度以下での光量の５０％に低減する。また、所定の温度以上になったとき、
第１のファンおよび第２のファンの回転数を所定の温度以下での回転数の１．２倍にする
。そして、温度が所定の温度以下に下がったとき、再び、バックライト２１の光量を戻し
、第１のファン２６，２７および第２のファン２８，２９，３０の回転数を下げる。これ
により、上部フレーム部材１３内部を液晶が正常に動作する温度に保つことができる。
【００２９】
　次に、上記構成の表示装置の動作を図８で示すフローチャートを用いて説明する。
　ステップＳ２１：上部フレーム部材１３内部の温度を温度センサ３１，３２，３３，３
４により、検出する。
　ステップＳ２２：温度データを出力する。
　ステップＳ２３：遠隔監視装置８６は、温度データを受信する。
　ステップＳ２４：遠隔監視装置８６は、温度データを表示する。
　ステップＳ２５：第１ファン２６，２７の回転数を検出する。
　ステップＳ２６：第１ファン２６，２７の回転数データを出力する。
　ステップＳ２７：遠隔監視装置８６は、第１ファン２６，２７の回転数データ受信する
。
　ステップＳ２８：遠隔監視装置８６は、第１ファン２６，２７の回転数データを表示す
る。
　ステップＳ２９：第２ファン２８，２９，３０の回転数を検出する。
　ステップＳ３０：第２ファン２８，２９，３０の回転数データを遠隔監視装置８６に送
信する。
　ステップＳ３１：遠隔監視装置８６は、第２ファン２８，２９，３０の回転数データ受
信する。
　ステップＳ３２：遠隔監視装置８６は、第２ファン２８，２９，３０の回転数データを
表示する。
　ステップＳ３３：ＣＰＵ８４は、検出された温度が所定の温度以下か否か判断する。検
出された温度が所定の温度以下のとき、ステップＳ３４を実行する。もし、検出された温
度が所定の温度より高いとき、ステップＳ３７を実行する。
　ステップＳ３４：バックライト２１の光量を所定の温度以下での光量にする。
　ステップＳ３５：第１のファン２６，２７の回転数を所定の温度以下での回転数にする
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　ステップＳ３６：第２のファン２８，２９，３０の回転数を所定の温度以下での回転数
にする。そして、リターンする。
　ステップＳ３７：バックライト２１の光量を所定の温度以下での光量の５０％に低減す
る。
　ステップＳ３８：第１のファン２６，２７の回転数を所定の温度以下での回転数の１．
２倍にする。
　ステップＳ３９：第２のファン２８，２９，３０の回転数を所定の温度以下での回転数
の１．２倍にする。そして、リターンする。
これにより、上部フレーム部材１３内部を液晶が正常に動作する温度に保つことができる
。
【００３０】
　このように、本実施形態によれば、第１のファン２６，２７がフィルタ５５を備えてい
るため、空気中のゴミや埃がフィルタ５５によって、装置内に侵入することを妨げ、部品
間の電気ショート等を起こす可能性を低減することができる。
　また、本実施形態によれば、温度センサ３１，３２，３３，３４によって検出された温
度に基づいて、バックライト２１の光量を制御する制御手段を備えたため、バックライト
２１の光量を調整することにより、広告用表示装置１０内での熱の制御をきめ細かくする
ことができる。
　さらに、本実施形態によれば、ファン２６，２７，２８，２９，３０の回転数を検出す
るファン回転数検出手段３６，３７，３８，３９，４０とファン回転数制御手段４２，４
３を備えているため、冷却ファンの故障の早期発見ができ、また、きめの細かい回転数制
御が可能となり、広告用表示装置内での熱の制御をきめ細かくすることはできる。
　また、ネットワーク８１に接続されており、温度検出手段３１，３２，３３，３４によ
って検出された温度を遠隔位置で監視する温度監視手段８６と、遠隔位置から制御手段に
制御命令を送る遠隔制御手段８７とを備えるため、広告表示装置内の温度を遠隔の位置で
監視することができる。
【００３１】
　次に、上記構成の広告用表示装置で遠隔の位置から設定を変更する例を図９で示すフロ
ーチャートを用いて説明する。
　ステップＳ４１：遠隔制御装置８７の入力装置（図示せず）から、所定の温度、バック
ライトの光量変化量、第１ファン回転数変更率、第２ファン回転数変更率を入力する。
　ステップＳ４２：遠隔制御装置８７の通信部９１から、所定の温度、バックライトの光
量変化量、第１ファン回転数変更率、第２ファン回転数変更率を送信する。
　ステップＳ４３：冷却制御部８０は、通信部９０により所定の温度、バックライトの光
量変化量、第１ファン回転数変更率、第２ファン回転数変更率を受信する。
　ステップＳ４４：冷却制御部８０は、所定の温度、バックライトの光量変化量、第１フ
ァン回転数変更率、第２ファン回転数変更率を記憶部８５にすでに記憶されているデータ
を変更して記憶する。
　ステップＳ４５：冷却制御部８０は、記憶完了通知と、データを出力する。
　ステップＳ４６：遠隔制御装置８７は、記憶完了通知とデータを受信する。
　ステップＳ４７：遠隔制御装置８７は、記憶完了通知とデータを表示する。
これにより、遠隔の位置から監視し、制御することができる。
【００３２】
　このように、本実施形態によれば、第１のファンがフィルタを備えているため、空気中
のゴミや埃がフィルタによって、装置内に侵入することを妨げ、部品間の電気ショート等
を起こす可能性を低減することができる。
　また、本実施形態によれば、ファンの回転数を検出するファン回転数検出手段とファン
回転数制御手段を備えているため、冷却ファンの故障の早期発見ができ、また、きめの細
かい回転数制御が可能となり、表示装置内での熱の制御をきめ細かくすることはできる。
ネットワークに接続されており、温度検出手段によって検出された温度を遠隔位置で監視
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する温度監視手段と、遠隔位置から制御手段に制御命令を送る遠隔制御手段とを備えるた
め、表示装置内の温度を遠隔の位置で監視することができる。
【００３３】
　なお、本実施形態では、液晶の箇所の温度制御を行うようにしたが、下部フレーム部材
の電源装置による温度上昇を防ぐために、下部フレーム部材内部に温度センサを設け、そ
の温度センサによる温度に基づいて、バックライト２１や第１ファンの回転数を制御する
ようにすることも上記の方法と同様の方法でできる。
　また、本実施形態では、温度センサが所定の温度以上になったとき、バックライト２１
の光量を所定の温度以下での光量の５０％に低減するようにし、第１のファンおよび第２
のファンの回転数を所定の温度以下での回転数の１．２倍にするようにしたが、それに限
らず、他の適当な数値に設定することができる。
【００３４】
　例えば、温度センサを上部フレーム部材１３内のバックライト２１の左側と右側と中央
部に設け、さらに、温度センサを下部フレーム部材１５内の電源装置２４（パーソナルコ
ンピュータの電源ユニット、バックライトの電源、基板用の電源）と冷却制御部６０（パ
ーソナルコンピュータ）のボックス内に設ける。そして、温度測定箇所のいずれかが５５
℃に到達した場合には、バックライト２１の光量を半減させ、測定箇所のいずれかが６０
℃に到達した場合、バックライト２１をオフにする（光量をゼロにする）。また、測定箇
所のいずれかが６５℃に到達した場合、バックライト２１の電源をオフにし、測定箇所の
温度が５５℃以上から５０℃に戻った場合、バックライト２１の光量を元の光量に戻すよ
うに制御する。なお、上記５０℃、５５℃、６０℃、６５℃等の温度は、本実施形態で用
いた液晶ディスプレイに対応させた温度であり、液晶ディスプレイの種類によっては、動
作温度が異なる場合もあり、その場合には、別の温度で制御するように設定することがで
きる。
【００３５】
　以上の実施形態で説明された構成、配置関係等については本発明が理解・実施できる程
度に概略的にしたものにすぎない。従って本発明は、説明された実施形態に限定されるも
のではなく、特許請求の範囲に示される技術的思想の範囲を逸脱しない限り様々な形態に
変更することができる。
【符号の説明】
【００３６】
　１０　　　　広告用表示装置
　１１　　　　表示画面
　１２　　　　表示部
　１３　　　　上部フレーム部材
　１４　　　　支持部材
　１５　　　　下部フレーム部材
　１６　　　　転倒防止部材
　１７　　　　強化ガラス
　１８　　　　熱線防止フィルム
　１９　　　　液晶ディスプレイ
　２０　　　　表示パネル部
　２１　　　　バックライト
　２２　　　　液晶パネル制御回路
　２３　　　　画像制御部
　２４　　　　電源装置
　２５，２６，２７　第１のファン
　２８，２９，３０　第２のファン
　３１，３２，３３，３４　温度センサ
　５５　　　　フィルタ
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